





























Design of sound field ensemble plane baffle speaker. 




















































































































































































波数特性）を示す。ピンクノイズは JAPAN AUDIO 
SOCIETY の AUDIO TEST CD-1 から再生させた。測
定機器は PHONIC 社の PAA3X Audio Analyzer を用い
た。横軸（周波数）のレンジは 20Hz から 20kHz、縦
軸（音圧）は 90dB をリミットとして測定した。
100Hz から 20kHz まではほぼフラットに再生されて
いる。一方、100Hz ～ 20Hz の低音域はダラ下がりと
なっているが 50Hz あたりまでは聴感上十分再生され
ていることが確認できた。
同様に PAA6 にてステレオモードにて測定した結
果、モノラル測定よりも f 特がさらにフラットになり、
モノラル測定で見られたピークやディップが均され
てバランスよく再生されていることが伺える。また、
低音域はさらにフラットになり、60Hz あたりまで十
分再生されていることが確認できる。ステレオモー
ド測定結果が実際の試聴結果に近いものである。
終わりに
約 2 年にわたってオリジナルスピーカーの企画・
設計・製作・評価を行ってきた。本稿にて紹介して
きた作品は BC 工房にて展示中である。
作品の名称は「杢音」と命名され、店内にて稼働
中である。約 1000 ㎡の広大な店舗空間の１コーナー
に設置され、BC 工房オーナーの鈴木主催の好みによ
り、あるいは工房に訪れた顧客のリクエストに応じ
て様々なジャンルの音楽を再生し憩いのひと時を提
供している。完成当初はひどい音で鳴り始め、前途
が悲観されたが、エージングが進み、各部の応力・
音場型アンサンブル平面バッフルスピーカー設計の試み 7
ひずみが解消するにつれて音質は格段に向上し、オ
ーケストラの迫力に満ちた大音量再生、室内楽の繊
細な音色、熱気こもるジャズ、自然録音された秋の
虫の音、川のせせらぎ音などジャンルを問わない再
生能力の高さを示している。家具としての見栄えも
良く、凛とした佇まいながら穏やかに音色を空間に
漂わせている様子はまさに音色を楽しむ家具の風情
があり、設計者としても愛着の持てる作品となり、望
外の喜びとなった。
参考文献
本稿では特に文中に参考文献を提示していない。ダ
イナミックスピーカー一般については古典的名著「ラ
ジオ技術選書 108 長岡鉄男・図解スピーカ」を挙げる。
また、各社から製造されているスピーカーや各種形
式の自作キャビネットの特徴の解説については「長
岡鉄男のオリジナル・スピーカー設計術１～４」を
参考にしていただきたい。
